
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新渡戸稲造記念センターニュースレター 第 17号 (2023.04.0２)春号 

2019 「がん哲 in万座に参加して」                 板橋区在住   荒井 英夫 

 新宿からバスで 4 時間半、3 月とは言えまだ一面銀世界の万座に到着。子供の頃スキーでよく来た志賀高原や

野沢温泉を思い出した。今回は「がん哲 in 万座」～樋野先生お誕生会ということで万座温泉に来たが、また機

会があればスキーにも再挑戦してみたくなった。そうだ、次回は 1 日早く来てスキーをやろう。そんな積極的な

気持ちにさせてくれる雪景色だった。 

 １日目の樋野先生お誕生会では、参加者の自己紹介で、皆さんががんを患いながらもそれぞれの道で活き活き

と活動されている様子が分かり、そのお一人お一人が本当に明るく、笑顔が素敵なのに驚かされた。今回参加さ

れた方々の殆どががん哲万座温泉の常連で、樋野先生を囲んでいく中でそれぞれの場所や役割を見つけられた

方々なのだなあと理解した。 

 ２日目のがんカフェでは、没後 50 周年の吉田富三の業績が紹介され、没後 70 周年の河井道については、詳細

な資料を読み上げた後、３つのグループに分かれて話し合いの時間を持った。戦時下において、信仰や教育を守

ることの難しさが語られる一方、その重要性を訴え毅然として立ち向かった先人の勇気をたたえ合った。 

 私はと言えば、昨年３月の食道がん手術以来、がんを見つめる毎日が続いていた。こうやって外の世界に顔を

出してみると、私よりもっと重いがんを患いながらも、がんと共に生き、がんだからこそできる生き方を見つけ

た人たちがいることが分かった。あるいは、がんは人生の一部に過ぎない、がんに人生を明け渡していない、も

っと大切なことがいっぱいある、そんな生き方をしている人がいることにも気づいた。この３月には手術後１年

の精密検査が控えている。たとえどのような結果であれしっかりと受け止めて行こうと思う。今回のがん哲に参

加された方々の笑顔を思い浮かべ、その勇気にあやかりたいと思う。皆様、ありがとうございました。 

  

 「諸先人の記念年を祝う」 

  万座温泉 in日進舘  3/4∼5 


